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若齢林地への間伐牧草導入と放牧効果
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1　ま　え　が　き

比較的生長のおそい高原圏の造林地の林床野草を活用し

畜産と林業の両立をはかることをねらいとして，アカマツ，

カラマツ造林地に植栽後2年目から13年生林まで日本短角

種を放牧した。その結果，2～3年生林では108当たり2

カウディ程度の放牧圧におさえることにより，林木被害は

少なく，その後約10年生林まで4～5カウディの安定した

牧糞力が得られ，下刈効果も高かった。また．11年生杯以

降牧糞力の低下に対応して補助牧区を設けることにより，

13年生休まで放牧が可能であり下刈省力と良好な家畜生産

が得られ．畜産と林業の共存の土地利用の実用性が伺われ

ろ。しかし，14～15年生林になろと樹冠，枝桑の閉鎖が進

み放牧が不可能になる。林業サイドではこの頃が除間伐期

に当たり，その後数年おきに間伐をくりかえし．育杯上の

適正密度に下げて行く。そこで杯床の放牧利用を更に延長

するため仁最初の除間伐期に一度に伐採時の立木密度に近

い間伐を行って．野草の培養，牧草の導入を行って林床を

放牧利用した場合の牧握力と放牧効果，林木の生育等につ

いて5か年にわたって検討した。

2　試　験　方　法

（1）試験場所　岩手県玉山村大字薮川　外山分場地内

（2）間伐方法と牧草播種及び施肥

1）列状間伐の方法

①　カラマツ（人工）林の場合：標準間伐（雑木

劣勢木除去），中度間伐（5列中1列除去），強度間伐

（4列中2列除去）

②　アカマツ（天然）杯の場合：接準間伐（雑木

劣勢木除去），中度間伐（3．6椚間隔で列状間伐），強度

間伐（5．4桝幅列状間伐，3．6椚幅残存木）

2）播種及び施肥
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3　結果及び考案

（1）間伐によろ草生産訳と牧養カ

カラマツ，アカマツ林地において林床放牧を行って行く

と11年生林以降牧養力の低下が始まり，13～14年生杯にな

ると樹冠，枝葉の閉鎖が進み牧蛮力は108当たり1．2C・D

（カウディ）程度になる。

カラマツ林地を間伐すろことにより，野草の生産冠は再

度上昇傾向を示し．間伐後4か年の108当たり平均野草崖

（牧養力C・D）は標準間伐342ね（2．3C・D），中腰間伐

479毎（3．2C・D）．強度間伐611毎（4．1C・D）となった。

間伐後虐ちに牧草導入を行ったところ，4か年の収最推

移は中度，強度間伐は平衡あろいは漸増の傾向にあったが．

標準間伐では牧草導入初年目より低くなる傾向を示し，牧

草導入の効果は少なかった。

4か年の平均生産星は108当たり標準間伐900毎（6C

・D），中度間伐1．600晦（13C・D），強度間伐2．250毎

（22．5C・D）であった。施肥効率．費用効率を考慮する

と強度の間伐が必要であろ。戸田らは広葉樹林地での間伐

牧草導入で若齢林地ほど樹冠閉鎖が早く収量低下傾向が大

きいことを報告しているが．約15年生林以降のカラマツ林

地では間伐後の樹冠閉鎖が広葉樹林に比べ比較的ゆるやか

で林床下草の長期間の放牧利用が可能であろと考えられ

ろ。

（2）間伐度と林木の生育及び状態

カラマツの生育は間伐度を強めると胸高径が増し．樹高

がやや劣ろ傾向を示し，アカマツでは中度間伐が良い傾向

を示したが，3か年の生育ではほとんど差が認められず，

更に長期間の生育を見る必要がある。

間伐による立木の状態は，間伐度を強めると傾斜木，折

れ木の発生が多かったが，異常木は10月下旬（56年10月

23日）の早い時期での異常降雪によるもので，家畜放牧に

よる被害木は認められなかった。しかし林木の生育や形質

に及ぼす影贅など育杯面から，15年生杯当たりでの除間伐

は強くとも刃～35年生林の残存本数に相当する中程度の除

間伐にとどめろべきであり，林木を育てる施薬が優先され

なければならないことから，列状間伐でなく，劣勢木を主

とした抜き切りが必要である。
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轟1　間伐牧草導入によろ生草収益と牧糞力の年次推移

　 項 目　年 度

樹 種 司伐 齢

生 草 収 壁　 （吻 ／10 8 ） 可 能 牧 糞 力 （C ・D ／10 8 ）
樹 冠 う

つ 閉 度

（％）

昭 54 5 5 5 6 57 4 か 年

平 均

昭 5 4 5 5 56 5 7 4 か 年

平 均1 6 17 18 19 16 17 18 19

ア カ マ ツ

捷 準 1，4 64 9 1 1 1．12 0 1，30 6 1 ，2 0 0 9 ．8 6．1 7 ．5 8 ．7 8 ．0 9 0

中 度 1，8 0 5 1 ，3 72 1，45 0 2，0 4 0 1 ，6 6 7 15 ．0 1 1．4 12 ．1 1 7 ．0 13 ．4 75

強 度 2 ．8 7 4 2 ，13 3 2 ，3 19 2 ．7 0 8 2 ．5 08 28 ．7 2 1．3 2 3 ．2 2 7 ．1 25 ．1 50

カ ラ マ ツ

操 準 7 1 1 6 5 3 5 18 5 0 5 5 9 7 4 ．7 4 ．4 3 ．4 3 ．4 4 ．0 95

中 度 1，1 11 1 ，7 6 0 1，4 1 1 1，9 5 3 1．5 5 9 9 ．3 14 ．7 11．8 16 ．3 13 ．0 8 0

強 度 1．3 5 6 1 ，8 6 9 2 ，23 5 2．5 3 8 2 ，0 0 0 13 ．6 18 ．7 22 ．3 2 5 ．4 20 ．0 6 5

蓑2　間伐度と林木の生育

牧 草 ・野草 牧 草 導 入　 区 野　 草

　 機 種

、●放 牧

項 目 罪

カ ラ マ ツ ア カ マ ツ カ ラ マ ツ

禁 牧 区 放 牧 区 放 牧 区 放 牧 区

54 ．6 57 ．9 5 4 ．6 57 ．9 別 ．6 57 ．9 弱．6 57 ．9

胸 高 径

標 準 12 ．5 15 ．台 12 ．7 15 ．1 13 ．6 15 ．7 9 ．9 12 ．3

中 度 13 ．5 17 ．2 13 ．8 17 ．6 12 ，4 16 ．3 11．1 13 ．6

（rn ） 強 度 13 ．8 17 ．9 13 ．9 17 ．9 10 ．8 14 ．1 11．3 13 ．8

樹　 高

標 準 10 ．9 12 ．5 10 ．2 11．8 10 ．0 1 1．4 9 ．8 11 ．8

中 庭 13 ．8 15 ．4 13 ．9 15 ．7 9 ．9 1 1．5 10 ．2 12 ．1

（椚 ） 強 度 13 ．4 15 ．0 13 ．8 15 ．5 9 ．1 10 ．1 q ．9 11．5

（3）林畜複合牧区の放牧芙鎖と子牛の日増体

間伐牧草導入草地を組み合せた杯畜複合牧区の放牧実績

は表3の通りである。子牛の増体は各品種とも対象とした

表3　林畜複合牧区の放牧実鎖と日造体量

一般草地における子牛の発育に遜色なく，林畜複合牧区へ

の肉牛繁殖牛の放牧は「般草地に劣らない，むしろ良好な

成績であった。

（4）牧草導入費用

間伐牧草導入費用は中度間伐で108当たり約4万円で．

「椴の不耕起草地造成の約70％程度であるが，そのうち放

牧利用するための枝条整理，施肥，播種などの費用は約2

万9千円を螢する。中度間伐の施肥適韻は（20－10－10）

肥料で30毎相当であり約2千円の肥料代である。中度間

伐牧草等入草地の放牧利用年数を約10年と仮定すると畜産

サイドでの負担顎はC・D当たり約380円となり．間伐野草

利用の460円より安くなるが，畜産サイドだけでの負担で

は若齢林地の間伐放牧利用は経常的に問題が大きいと考え

られる。

牧　 区　 別　 放　 牧　 圧 放　　 牧　　 効　　 果

備　 考

（供 託 牛 ）

牧　 区　 N n 1 2 3
放 牧 期 間 の 子 牛 の 日

増 体 重 D G （毎 ）

（ 5 月 下 旬 ～ 10 月 上 旬 ）

間 伐 地
牧 草 地

野 草 地

3 血 2 血

8

9 血

附 帯 地
人 工 草 地

雑 林 地 5 2

2

林　 畜　 牧　 区 対 照 区 （人 工 草 地 ）

計 6 1 12 9 8　　　　　 9 8　　　　　 9

実

昭 5 4
延

血 当

2，6 6 5

4 4
8 3 0

6 9

1，0 8 1

12 0 － －

5 5
延 1，4 5 6 1，0 2 9 8 5 5 0．5 2 2　　　 0．4 7 2 0．56 2　　　 0 ．5 16

へ レ フ ォ ー ド放

牧

血 当 2 4 8 6 9 8 0．49 7 0．5 39

5 6
延 2．14 3 1．3 7 3 1．0 0 6 0 ．6 3 1　　 0．5 7 6 0．6 5 7　　　 0．5 1 6

黒　　　　 毛頭

数

血 当 3 5 1 15 1 12 0．60 4 0．5 87

5 7
延 3．22 9 1，4 50 1．6 0 3 0．7 5 7　　　 0．7 13 0．8 1 7　　　 0．6 4 1

短　　　　 角
（C ・D ） 血2 当 5 3 12 1 17 8 0．7 3 5 0．7 29

平 均 延

血 当

2，37 3

3 9

1．17 1

98

1，13 6

1 26 0．6 1 2 毎 0．6 18 吻

4　ま　　と　　め

除間伐時期に遷した高原圏の若齢林地を伐採時の密度に

近い強度の列状間伐を行なって，牧草導入と放牧を行い，

その実用性を検討した。その結果，108当たり100本以下

の除間伐林地で13C・D以上の牧糞力が得られ，放牧子牛

の増体も良好であった。しかし．除間伐枝条整理，牧草導

入費用等により放牧lC・D当たり約380円の負担となり，

経費的な問題が残った。したがって，除間伐牧草導入放牧

は，里・裏山での小規模な混牧林方式に採用が限られると

考えられる。




